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１ 福岡女子大学の沿革

福岡女子大学の前身は、大正12年（1923年）にわが国最初の公立女子専門学校として設置された福岡県立

女子専門学校（文科、家政科）である。昭和25年（1950年）の学制改革に応じて福岡女子大学となり、当初

は学芸学部（国文学科、英文学科、生活科学科）のみの単科大学として発足したが、昭和29年（1954年）に

文学部（国文学科、英文学科）と家政学部（家政学科、家庭理学科）の２学部構成となった。平成５年（1993

年）に、大学院文学研究科修士課程（国文学専攻、英文学専攻）が開設され、平成９年（1997年）にはさら

に英文学専攻の博士後期課程が設置された。一方、家政学部は平成７年（1995年）に人間環境学部（環境理

学科、栄養健康科学科、生活環境学科）に改組された後、平成12年（2000年）に、大学院人間環境学研究科

修士課程（環境理学専攻、栄養健康科学専攻、生活環境学専攻）が設置された。

平成18年（2006年）より公立大学法人福岡女子大学となってさらに大学改革が推進され、平成23年（2011

年）には新たに、国際化、多様化する社会で幅広く活躍できる女性リーダーの育成を基本理念とする１学部

３学科体制の国際文理学部（国際教養学科、環境科学科、食・健康学科）が設置された。この学部理念のも

とに、既設の大学院２研究科を充実・発展させた新たな専門教育研究機関としての大学院人文社会科学研究

科及び人間環境科学研究科が平成27年（2015年）４月に開設された。

このように本学は開学以来93年の歴史と伝統をもち、その間に送り出した卒業生・大学院修了生は各方面

で活躍し、広く社会に貢献している。

２ 福岡女子大学大学院人文社会科学研究科（言語文化専攻・社会科学専攻修士課程）の特色とアドミッショ

ン・ポリシー

（１）特色

本学建学の理念である「次代の女性リーダー育成」を人文社会の学問領域から実現するため、人文社会科

学研究科に「言語文化専攻」と「社会科学専攻」の２専攻を置く。グローバル化し、地域の文化、社会、経

済、法が相互密接に影響し合う現代社会において、必要とされる専門的知識と実践的な能力を備えた高度専

門人材を養成することが、本研究科設立の目的である。

言語文化専攻では、「日本言語文化コース」と「英語圏言語文化コース」の２つのコースを設け、日本と英

語圏地域を対象に蓄積されてきた言語文化の知の総体を深く理解し、グローバルな視点で新たにそれを再構

成する批判的な研究態度を修得する。

社会科学専攻では、「国際産業社会コース」と「国際関係コース」の２コースを設け、国際社会の広範かつ

多様な現象を、経済活動や政治の側面から解明し、それを実社会に適用しうる、高度専門人材を育成する。

具体的には、各コースの特色は次のとおりである。

言語文化専攻

＜日本言語文化コース＞

言語・文学・歴史を中心とした日本文化を研究対象とする。学際的手法および比較文学的手法を多く

取り込むことによって、従来型の国文学研究とは異なる新たな視点を獲得し、複雑で多岐に亙る日本文

化を総合的に研究する。グローバル社会を相対的に捉えることができる思考力と、日本文化を世界に向

けて発信できる専門知識を持ち、文化交流や教育の場で活躍する人材を、これによって育成する。

＜英語圏言語文化コース＞

西欧の文化史を踏まえて、主に英語圏の言語文化と社会及び思想について共時かつ通時的な専門的知

識を深めるとともに、文字や視覚文化を批判的に読解・解釈するための諸理論を学び、アジアに立つ知

的教養人として、言語文化にまつわる諸問題を独創的に分析・解明する能力を養う。また、語学力をさ

らに向上させ、自らの分析やアイデアを地域社会や世界に向け、説得的に発信・提言しうる対話力を育

成する。

社会科学専攻

＜国際産業社会コース＞

日本とアジアさらには欧米の経済や社会をめぐる課題とその探究は重要な教育研究課題になってい

る。グローバルな経済や社会そしてその担い手である企業をめぐって生成する様々な現象を、理論と実
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証を通じて解釈し理解することを目指して教育研究を展開する。本コース履修により、産業社会で活躍

する女性の高度専門人材や、研究・教育機関で活躍する専門人材の育成を目指す。

＜国際関係コース＞

国際社会は政治的、社会的、文化的にも複雑な様相を深めており、現代社会に問いかける諸問題の分

析と現象を説明する理論の探求は重要になっている。このような問題に対して、政治を支える思想や価

値観への哲学的な理解を促しつつ、法学や政治学、国際協力、社会学等の専門知識を統合して探究する。

この履修コースを通じて、グローバル化する社会の各分野で活躍する高度専門人材や、研究・教育機関

で活躍する専門人材の育成を目指す。

（２）アドミッション・ポリシー

高度な専門性を基に社会で活躍する女性リーダーや研究教育機関で研究教育者をめざす学部卒業生や社会

人を募り、大学院で主体的に研究を遂行するために必要な研究能力、専門学力や国際的な教養を重視する。

特に、次のような能力・意欲を有する女子学生や社会人を求めたい。

① 人文社会科学分野に関心が深く、自らを高める向上心に満ち、かつ知的好奇や創造性に富んでいるこ

と。

② 研究に対し、積極的かつ主体的に取り組む姿勢を持っていること。

③ 人文社会科学に関する基礎学力や専門知識を有していること。

④ 人間の文化や言語あるいは国際的な経済、政治、社会や企業活動等から生じる問題や現象の分析に関

心が高いこと。

⑤ 研究成果を女性が活躍する男女共同参画型社会の創生のために提案・還元する意欲を有すること。専

攻ごとのアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。

言語文化専攻

歴史や言語文化活動に強い関心と研究意欲をもち、研究遂行に必要な学力を有し、意志が明確な学生を

募る。修了後に、専門知識を活かして、リーダーとして国内外で文化を発信し広く活躍できる者、教員の

専修免許状を取得し教育の現場で活躍し指導的立場に立とうとする者、研究者として研究活動をめざす者

などを求める。

社会科学専攻

現代の国際社会や企業等の経済活動に積極的な関心をもち、大学院での研究活動を主体的に推進するた

めに必要な専門知識や意欲の強い学生を募る。修了後の進路は多様であるが、高度な専門能力を基に次代

の女性リーダーとして国際社会での活躍や専門的な研究活動や教育活動を追求する進学者を求める。

３ 教育課程の編成

人文社会科学研究科の教育課程は、国際文理学部での全学共通科目（教養科目）と専門科目を有機的に組

み上げた少人数教育によるカリキュラムの基礎の上に、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻領域にお

ける研究能力または高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養い、もって本学の教育理念である「次代

の女性リーダーの育成」を目指すべく編成している。この目的を実現するために、教育課程の編成において、

専門科目のほかに、基本科目と研究指導科目の区分を設ける。（授業科目の詳細については、４、５ページを

参照）

① 基本科目（選択・必修 ４単位以上）：研究倫理の心得や調査研究活動に必要なツールと発表技術は、

専攻の如何にかかわらず、研究を志すものには必須の資質であり、それらを保証するために６科目を提

供する。このなかから、必修の「研究の倫理と方法」を含む４単位以上を履修するものとする。

② 研究指導科目（必修 ８単位）：「修士特別研究」を設け、修士論文の指導を行う。

③ 専門科目（選択 18単位）：研究テーマを系統的に深めることができるよう、各専攻・コースに多彩な

専門科目を準備している。両専攻とも、18単位以上（ただし、所属する各コースの科目から12単位以上）

を選択履修するものとする。

なお、言語文化専攻の専門科目内に、両コース共通の科目群を設け、言語文化研究の理念を実現する

ための専門的共通基盤を保証する。
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同様に、社会科学専攻の専門科目内に、両コースに共通の「国際演習Ｉ・Ⅱ」を必修科目として設け、

学問分野を超えた議論の場を保証する。

修了要件は、本課程に２年以上在学し、30単位（基本科目４単位、専門科目18単位、研究指導科目８

単位）以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること

とする。ただし、在学期間に関しては、特に優れた業績をあげた者については、１年以上在学すれば足

りるものとする。

４ 教育職員免許状

言語文化専攻修士課程を修了し、所定の科目の単位を修得した者は、次の教育職員免許状を取得すること

ができる。

専 攻 名 免許状の種類 教 科

中学校教諭専修免許状
高等学校教諭専修免許状

国 語

言語文化専攻修士課程
中学校教諭専修免許状
高等学校教諭専修免許状

英 語

５ 社会人の入学について

（１）社会人の受け入れ

生涯学習の一環として、大学を卒業し企業、教育機関、官公庁、各種施設等で活躍している社会人で、

さらに高度な学識や技術を修得するために大学院へ進学しようとする機運が高まっている。人文社会科

学研究科修士課程では、このような向学の志を抱く社会人に積極的に応えるために、一般選抜に準じた

選抜試験を課したうえで受け入れ、下記の特例措置をはじめ種々の履修方法を準備している。

（２）社会人のための特例措置

教育方法の特例措置とは、現職教員、公務員、一般企業の社員、団体・施設等の職員の社会人が、昼

間に勤務しながら夜間または土曜日に通学し、修了することができる措置のことである。ただし、この

特例の適用を受ける場合においても、原則として１年次においては昼間開講の授業を履修しなければな

らない。２年次には、指導教員の承諾を得て、夜間その他特定の時間または時期に授業または研究指導

を受けることができる。

この教育方法の特例を適用し夜間に授業を実施する場合は、月曜日から金曜日の16時20分から21時10

分までとする。また、授業科目によっては、土曜日及び夏期・冬期休業期間中に集中で開講する場合が

ある。

６ 長期履修学生制度

本研究科では、意欲ある社会人の入学を促進するため、「長期履修学生制度」を導入している。これは、職

業を有している等の理由で、一般の学生に比べ年間に修得できる単位数や研究活動への時間が限定されるた

め、標準の修業年限（修士課程は２年、博士後期課程は３年）で修了することが困難な学生を対象に、長期

の在学期間を計画的に設定して履修することを認めるものである。

本制度を利用することで、標準修業年限（２年間）の授業料により、修士課程では修業期間を最長４年間

まで延長して、必要単位を修得し、修士論文を作成して修士の学位を取得することが可能である。

※平成28年４月、文部科学省に大学院人文社会科学研究科言語文化専攻博士後期課程の設置に係る届出を行

いました。同専攻博士後期課程は、平成29年４月から開設します。

なお、大学院人文社会科学研究科社会科学専攻博士後期課程は設置認可申請中で、平成29年４月に開設予

定です。



７ 授業科目、担当者及び単位数

人文社会科学研究科 言語文化専攻修士課程 授業科目
分野 授業科目 担当者 授業年次 単位数

日本語教育特別研究 橋本直幸 1・2前 ２
音韻・表記特別研究 坂本浩一 1・2前 ２
日本語文法特別研究 坂本浩一 1・2後 ２
日本史特別研究 渡邉俊 1・2後 ２
古典文学特別研究Ⅰ 月野文子 1・2前 ２
古典文学特別研究Ⅱ 今井明 1・2後 ２
古典文学特別研究Ⅲ 大久保順子 1・2前 ２
近・現代文学特別研究 坂口周 1・2後 ２
視覚文化特別研究 坂口周 1・2前 ２

日
本
言
語
文
化
コ
ー
ス

日本学特別演習Ⅰ 今井、月野、坂本、大久保、坂口 １前 ２
日本学特別演習Ⅱ 今井、月野、坂本、大久保、坂口 １後 ２
日本学特別演習Ⅲ 渡邉俊 １前 ２
日本学特別演習Ⅳ 渡邉俊 １後 ２
日本語教育実習 橋本直幸 1・2後 ２
原典講読Ⅰ 今井、月野、大久保 １後 ２
原典講読Ⅱ 坂本、渡邉 ２前 ２
日本語学特別講義 川野靖子（非常勤） 1・2前 ２
漢文学特別講義 岡村真寿美（非常勤） 1・2前 ２
国文学特別講義 工藤重矩（非常勤） 1・2後 ２

英語圏文学と文化特別研究Ⅰ 徳永紀美子 1・2前 ２
英語圏文学と文化特別研究Ⅱ 宮川美佐子 1・2前 ２
英語圏文学と歴史特別研究Ｉ 徳永紀美子 1・2後 ２

専

門

科

目

英語圏文学と歴史特別研究Ⅱ 宮川美佐子 1・2後 ２
英語と文化特別研究Ⅰ 村長祥子 1・2前 ２
英語と文化特別研究Ⅱ （未定） 1・2前 ２
英語と歴史特別研究Ｉ 村長祥子 1・2後 ２
英語と歴史特別研究Ⅱ （未定） 1・2後 ２
英語圏文学・言語とジェンダー特別演習 Ｎ・ウォレン 1・2前 ２

英
語
圏
言
語
文
化
コ
ー
ス

西欧文化史特別研究 國府久郎 1・2前 ２
英語圏言語文化文献講読Ⅰ 徳永、宮川 1・2前 ２
英語圏言語文化文献講読Ⅱ 徳永、宮川 1・2後 ２
英語圏言語文化文献講読Ⅲ ウォレン、村長 1・2前 ２
英語圏言語文化文献講読Ⅳ ウォレン、村長 1・2後 ２
第二言語習得概論 （未定） 1・2前 ２
英語圏言語文化特別講義Ⅰ デニス・ジョーンズ（非常勤） 1・2前 ２
英語圏言語文化特別講義Ⅱ デニス・ジョーンズ（非常勤） 1・2後 ２
英語圏言語文化特別講義Ⅲ 西村秀夫（非常勤） 1・2後 ２

比較文学研究Ⅰ C・Ｓ・ピュー（非常勤） 1・2前 ２
比較文学研究Ⅱ 月野、大久保 1・2前 ２
世界の中の日本伝統文化 Ｓ・ホルスト 1・2後 ２

共
通 漢字文化圏の比較文化史研究 月野、渡邉、岡、武 1・2前 ２

書物と印刷 （未定） 1・2前 ２
総合演習Ⅰ 言語文化専攻研究者指導担当教員10名 １通 １
総合演習Ⅱ 言語文化専攻研究者指導担当教員10名 ２通 １

研究の倫理と方法 下條恵子（非常勤） 1・2前 ２
歴史と社会 Ｓ・ホルスト 1・2前 ２

基本
科目

グローバル社会と英語 Ｎ・ウォレン 1・2後 ２
アカデミックライティング・プレゼンテーション （未定） 1・2前 ２
人文・社会統計学 藤野友和 1・2後 ２
国際研究活動 ウォレン、ジヤヤセーナ、中村、橋本、徐 1・2後 ２

研究指導
科目

修士特別研究
Ｓ・ピュー、今井、月野、徳永、Ｎ・ウォレン、
坂本、大久保、宮川、橋本

1～2 8
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人文社会科学研究科 社会科学専攻修士課程 授業科目
分野 授業科目 担当者 授業年次 単位数

産業社会解釈特別研究 森邦昭 １前 ２
東アジア人口論特別研究 尹豪 1・2後 ２
マクロ経済学特別研究Ⅰ （未定） 1・2前 ２
マクロ経済学特別研究Ⅱ （未定） 1・2後 ２
ミクロ経済学特別研究Ⅰ 中村大輔 1・2前 ２

国
際
産
業
社
会
コ
ー
ス

ミクロ経済学特別研究Ⅱ 中村大輔 1・2後 ２
国際経済学特別研究Ⅰ 張艶 1・2前 ２
国際経済学特別研究Ⅱ 張艶 1・2後 ２
経営学特別研究Ⅰ （未定） 1・2前 ２
経営学特別研究Ⅱ （未定） 1・2後 ２
国際経営特別研究 チョウドリマハブブルアロム 1・2後 ２
人間関係論特別研究 鈴木有美 1・2前 ２

国際関係論特別研究Ⅰ 吉田信 1・2前 ２
国際関係論特別研究Ⅱ 吉田信 1・2後 ２
国際法特別研究Ⅰ 深町朋子 1・2前 ２

専

門

科

目

国際法特別研究Ⅱ 深町朋子 1・2後 ２
比較憲法学特別研究 岡克彦 1・2後 ２
国際関係史特別研究Ⅰ 馬場優 1・2前 ２
国際関係史特別研究Ⅱ 馬場優 1・2後 ２
政治哲学特別研究 望月俊孝 1・2後 ２

国
際
関
係
コ
ー
ス

グローバル協力論特別研究Ⅰ ジャヤセーナパスマシリ 1・2前 ２
グローバル協力論特別研究Ⅱ ジャヤセーナパスマシリ 1・2後 ２
国際社会学特別研究Ⅰ 徐阿貴 1・2前 ２
国際社会学特別研究Ⅱ 徐阿貴 1・2後 ２
ジェンダー特別研究 宮崎聖子 1・2前 ２
比較社会特別研究 宮崎聖子 1・2後 ２
比較地域文化特別研究 金希京 1・2前 ２
中国現代文学と文化特別研究 武継平 1・2後 ２

国際演習Ⅰ 社会科学専攻研究者指導担当教員13名 １通 １
国際演習Ⅱ 社会科学専攻研究者指導担当教員13名 ２通 １

研究の倫理と方法 下條恵子（非常勤） 1・2前 ２
歴史と社会 Ｓ・ホルスト 1・2前 ２

基本
科目

グローバル社会と英語 Ｎ・ウォレン 1・2後 ２
アカデミックライティング・プレゼンテーション （未定） 1・2前 ２
人文・社会統計学 藤野友和 1・2後 ２
国際研究活動 ウォレン、ジャヤセーナ、中村、橋本、徐 1・2後 ２

研究指導
科目

修士特別研究
尹、武、森、望月、岡、チョウドリ、
宮崎、吉田、深町、張、中村、鈴木

１～２ 8
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８ 研究領域と主な研究内容

言語文化専攻

＜日本語言語文化コース＞

教員名 研究領域 主な研究内容

今井 明 日本中古文学 ・中古文学 散文・韻文

日本中世文学 ・中世文学 散文・韻文

月野 文子 日本上代文学 ・『万葉集』、『古事記』、『懐風藻』などの研究

中国古典文学 ・中国古典文学（主として漢詩）

和漢比較文学 ・和漢比較文学領域全般

坂本 浩一 日本語学 ・日本語の歴史に関する研究

・日本語の語彙・語法に関する研究

・地域言語・方言に関する研究

大久保 順子 日本近世文学 ・仮名草子と近世説話の研究

・西鶴浮世草子の研究

・近世以降の古典文学受容史研究

橋本 直幸 日本語教育学 ・日本語教育のための語彙・文法の研究

日本語学 ・第二言語としての日本語の習得研究

・コーパスを用いた語彙・文法の研究

渡邉 俊 日本中世史 ・刑事法史

・武家政権成立史

・宗教と社会

坂口 周 日本近代文学 ・20世紀（明治・大正・昭和）文学・評論の研究

日本現代文学 ・冷戦後文化論

＜英語圈言語文化コース＞

教員名 研究領域 主な研究内容

長岡 真吾 アメリカ文学 ・インターエスニック文学

・現代文学

徳永 紀美子 アメリカ現代小説 ・50年代以降の小説、特に女性作家作品研究

・現代アメリカ先住民系文学研究

・アメリカ児童文学

ウォレン、ニコラス English lexicology ・語源学

・語彙研究（特に、英語における日本語借用語。新語研究）

ホルスト、スヴェン 近世・近代の文化と社会 ・祭り

（比較文化） ・19世紀の演劇

・観光・レジャー文化

宮川 美佐子 英文学 ・近現代小説

・前期モダニズム小説
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村長 祥子 英語学 ・古英語散文綺語論

・中世英語文献学

社会科学専攻

＜国際産業社会コース＞

教員名 研究領域 主な研究内容

森 邦昭 解釈学 ・組織の解釈学

・産業社会の変貌

尹 豪 経済人口学 ・少子高齢化

・人口政策

・国際移動

チョウドリ マハブブル 国際経営 ・日本企業の国際的経営組織

アロム ・国際経営に関するアジア諸国での実証的考察

・アジア企業に関する理論的分析

鈴木 有美 心理学 ・人間関係

・精神的健康

中村 大輔 ミクロ経済学 ・社会的厚生に関する研究

・空間経済学と立地理論

・持続可能な地域政策

張 艶 国際経済学 ・世界経済に関する研究

・アジア経済に関する研究

・中国経済に関する研究

※経済分野に新任教員が入る予定です。

＜国際関係コース＞

教員名 研究領域 主な研究内容

望月 俊孝 哲学 ・国際政治哲学

倫理学 ・世界市民的見地の倫理学

岡 克彦 比較憲法学 ・違憲審査制度

・憲法思想史研究

深町 朋子 国際法 ・国家領域法

・海洋法

吉田 信 国際関係論 ・ヨーロッパ政治

・ポストコロニアル研究

・市民権と国籍

ジャヤセーナ パスマシリ 批判的安全保障論、平和研究 ・グローバル協力

・グローバル市民社会

・国際化とアイデンティティ

・新興国の台頭とアジアの安全保障
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馬場 優 国際関係史 ・国際政治史

・ヨーロッパ外交史

・ヨーロッパ政治史

徐 阿貴 国際社会学 ・移民政策

・マイノリティ運動

・移民コミュニティ

宮崎 聖子 ジェンダー、台湾地域研 ・ジェンダー

究、文化人類学 ・台湾の歴史

・日本の通過儀礼

金 希京 言語学 ・バイリンガル教育

・多言語・多文化共生

・比較言語・文化

武 継平 中国現代文学 ・20世紀中国文学

・日中比較文学
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９ 交通案内図

◎ JR香椎駅から徒歩約15分

◎天神方面からの地下鉄利用は、貝塚駅で西鉄貝塚線乗換え西鉄香椎駅下車

徒歩約13分、西鉄香椎花園前駅下車徒歩約10分

◎西鉄バス「天神郵便局前」乗車、「福岡女子大前」下車

(天神から約15分【都市高速経由】：下表参照）

系統番号 始 発 ・ 経 由（所要時間） 行 先

21Ａ 天神郵便局前（都市高速経由）（15分） 雁の巣レクリエーションセンター

26Ａ 天神郵便局前（都市高速経由）（15分） 赤間営業所

21 天神郵便局前 （30分) 雁の巣レクリエーションセンター・志賀島小学校前

23 西公園 天神郵便局前 （30分)

高美台１丁目・大蔵・西鉄三苫駅・香椎

花園・新宮緑ヶ浜

(下原行は福岡女子大前に停車しないので注意)

26 天神郵便局前 （30分) 赤間営業所

［注意］ JR香椎駅には停車しない特急列車もあるので注意すること。
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(付）平成29年度福岡女子大学大学院人文社会科学研究科

言 語 文 化 専 攻 ・ 社 会 科 学 専 攻 修 士 課 程

学生募集要項(一般選抜・社会人特別選抜・外国人特別学生選抜)

１ 募集人員

募集人員
専攻・課程

一般選抜 社会人特別選抜 外国人特別学生選抜

言語文化専攻修士課程 ４ 人

社会科学専攻修士課程 ４ 人

合 計 ８ 人

２ 出願資格

次の各号の一に該当する女子が出願できる。（但し、⑴⑵⑶の併願は不可。いずれか一つを選択して出願すること。）

⑴ 一般選抜

① 大学を卒業した者及び平成29年３月卒業見込みの者（学校教育法第102条）

② 大学評価・学位授与機構により学士の学位を授与された者及び平成29年３月までに授与される見込みの者（学

校教育法施行規則第155条第１項第１号）

③ 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者（学校教育法施行規則第155条第１項第２号）

④ 外国の学校が行う通信教育を我が国において履修することにより当該国の16年の課程を修了した者（学校教育

法施行規則第155条第１項第３号）

⑤ 我が国において、外国の大学相当として指定した外国の学校の課程（文部科学大臣指定外国大学日本校）を修

了した者（学校教育法施行規則第155条第１項第４号）

⑥ 指定された専修学校の専門課程を修了した者（学校教育法施行規則第155条第１項第５号）

⑦ 旧制学校等を修了した者（昭和28年文部省告示第５号第１号～第４号、昭和30年文部省告示第39号第１号）

⑧ 防衛大学校、海上保安大学校、気象大学校など、各省大学校を修了した者（昭和28年文部省告示第５号第５号

～第12号、昭和30年文部省告示第39号第２号）

⑨ 本研究科において個別の入学資格審査により大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者で、平

成29年４月１日までに22歳に達するもの（学校教育法施行規則第155条第１項第８号）

※ 上記⑨の出願資格で出願する者は事前審査を行うので、12ページの「出願資格の事前審査について」を参照す

ること。

⑵ 社会人選抜

入学時点で２年以上の社会人経験を有し、上記⑴の①から⑨のいずれかの出願資格を有する者

※ なお、上記⑨の出願資格で出願する者は事前審査を行うので、12ページの「出願資格の事前審査について」を

参照すること。

⑶ 外国人特別学生選抜

日本の国籍を有しない女子で、次の各号の一に該当するものが出願できる。

① 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者及び平成29年３月31日までに修了見込みの者

② 外国において、学校教育における16年の課程に準ずる課程を履修した者及び平成29年３月31日までに修了見込

みの者

③ 外国において、学校教育における12年の課程を修了した後、我が国において大学を卒業した者及び平成29年３

月31日までに卒業見込みの者

④ 外国において、学校教育における12年の課程を修了した後、我が国において大学に３年以上在学し、所定の単

位を優れた成績をもって修得したものと本研究科において認められた者

⑤ 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、平

成29年４月１日までに22歳に達するもの

※ 上記④、⑤のいずれかの出願資格で出願する者は事前審査を行うので、12ページの「出願資格の事前審査につ

いて」を参照すること。



― ―11

３ 試験日

秋季試験 平成28年８月６日(土)

春季試験 平成29年３月４日(土)

４ 試験場

福岡女子大学

交通機関については、９ページを参照すること。

５ 試験日程・試験科目

※秋季試験、春季試験とも同じ試験科目、同じ時間帯で実施

言 語 文 化 専 攻 修 士 課 程

区分 10：00～12：00(120分) 13：30～

一 般
・英 語

・専門分野

社 会 人
筆記試験

・ 日本言語文化コース>小論文

英語圏言語文化コース>英 語

・専門分野
口頭試問

外 国 人

特別学生

・ 日本言語文化コース>小論文（日本語による）

英語圏言語文化コース>英 語

・専門分野

＊ 英語圏言語文化コース志願者には、英語による口頭試問を含む。

社 会 科 学 専 攻 修 士 課 程

区分 10：00～12：00(120分) 13：30～

一 般
・英 語

・専門分野

社 会 人 筆記試験

・ 国際産業社会コース>小論文

・ 国際関係コース>外国語（英語、中国語、韓国

語から１科目選択）

・専門分野

口頭試問

外 国 人

特別学生

・小論文（日本語または英語による）

・専門分野

６ 出願期間

秋季試験 平成28年７月14日（木）～７月22日（金）17時まで必着

春季試験 平成29年２月２日（木）～２月10日（金）17時まで必着
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７ 出願手続

入学志願者は、次の書類を「６ 出願期間」の期間内に本学学務部 教務企画班に提出すること。

出願書類を郵送するときは、必ず書留速達とし、封筒表面に「大学院人文社会科学研究科修士課程入学願書」と朱

書きすること。

なお、提出された出願書類及び納入金は原則として返還しない。また、出願種類に不備があるものは、受理しない。

（該当書類が外国語表記の場合、必ず和訳文を添付すること。）

⑴ 入学願書及び受験票

本研究科所定用紙（本要項に添付）を使用のこと。

⑵ 研究志望調書

本研究科所定用紙（本要項に添付）を使用のこと。

⑶ 成績証明書

出身大学の学籍原簿又はそれに相当する単位取得を証明するもの。（要厳封）

⑷ 最終学校の卒業（修了）証明書又は見込証明書

⑸ 卒業論文又はこれに代わるもの（以下、「論文等」という。）

志願する専攻に関する論文等があれば、これを入学願書に添えることができる。（コピー可、原則として返却しな

い。）

⑹ 入学考査料

入学考査料は30,000円。納入方法は、銀行窓口での振込「電信扱」に限る。納入後は、原則として返還しない。

本課程案内最終ページの入学考査料振込依頼書を切り離し、太枠で囲まれている記入欄に必要事項をすべて黒

ボールペンで正確・明瞭に記入し、Ａ・Ｂ・Ｃ票を切り離さず銀行へ持参してください。ただし、振込手数料は、

志願者に負担していただきます。

振込の後、銀行窓口でご返還されたＢ・Ｃ票のうち、Ｃ票（「福岡女子大学（大学院）」入学考査料振込金受付証

明書）を、入学願書の裏面の入学考査料振込金受付証明書貼付欄に貼ってください。

⑺ 写真（２枚）

たて4cm×よこ3cm、正面上半身、無帽、出願期間以前３ヶ月以内に撮影したもの２枚を、それぞれ入学願書、

受験票に貼付すること。

⑻ 受験票返信用封筒

返信用封筒（長形３号120mm×235mm）に宛先、郵便番号を明記し、82円切手を貼付すること。

◎ 出願資格の事前審査について

10ページ「２ 出願資格⑴⑨または⑶④、⑤」のいずれかにより出願しようとする者についての「大学を卒業し

た者と同等以上の学力」の認定は、次により行う。なお、必要のある場合は学力検査、面接等を行う。

⑴ 提出書類

書 類 等 摘 要

ア.入学者選抜出願資格認定申請書 本研究科所定の様式によること。

イ. ７ 出願手続」に定める書類

（但し、入学考査料を除く。）

本募集要項「７ 出願手続」に定める書類

（入学考査料は提出しないこと。）

上記ア及びイは、一括して提出すること。なお、郵送する場合は必ず書留速達とし、封筒表面に「大学院人

文社会科学研究科出願書類及び出願資格認定申請書在中」と朱書きすること。

⑵ 提出期間

秋季試験 平成28年６月20日（月）～６月24日（金）17時まで必着

春季試験 平成28年12月12日（月）～12月16日（金）17時まで必着

⑶ 認定の結果

認定の結果は、次の期日までに本人に郵便又は電話で通知する。

秋季試験 平成28年７月１日（金）

春季試験 平成29年１月13日（金）

※ 認定された者は、11ページ「６ 出願期間」の期間内に上記「７ 出願手続 ⑸入学考査料」に記載する方

法により入学考査料を納入すること。
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８ 合格発表

合格者の発表は、下記のとおりである。

秋季試験 平成28年８月12日（金）

春季試験 平成29年３月10日（金）

14時頃、本学内に掲示するとともに、合格者には本人あてに郵便で通知する。

なお、本学のホームページにおいても合格者の受験番号を掲載する。ただし、公式の合格発表については、必ず本

学掲示板又は合格通知書で確認すること。電話による合否の問い合わせは一切受け付けない。

９ 入学手続

⑴ 入学手続期間

秋季試験合格者 平成29年２月６日（月）～２月10日（金）17時まで

春季試験合格者 平成29年３月15日（水）～３月21日（火）17時まで

（郵送の場合は、必ず書留速達とし、秋季試験合格者は２月10日（金）17時までに、春季試験合格者は３月21日

（火）17時までに必着のこと）

持参の場合、受付時間は９時から17時までとする。土・日・祝日は行わない。

上記期間中に手続を完了しない場合、入学を辞退したものとして取り扱う。

⑵ 提出書類

ア.誓約書（本研究科所定のもの 合格通知書と同封して郵送する。）

イ.住民票（外国人特別学生については、市町村長が発行する在留資格及び在留期間を明記したもの。出願者以

外の世帯員については証明不要）

ウ.外国人で入学許可が出国の要件となっている国外在住者については、外務省在外公館又は日本国政府の承認

した外国政府その他の発行する留学資格証明書・紹介状・推薦書等

エ.その他必要書類等は、合格通知とともに通知する。

⑶ 納入金（平成28年度の額であり、一部変更になる場合がある。）

入学料 県内の者 282,000円

県外の者 520,000円

授業料 前期分 267,900円（年額535,800円）

※ 入学手続では入学料のみの納入となります。

※ 入学料について「県内の者」とは、ア入学しようとする者の生計の主たる維持者が入学しようとする年の前

年の３月１日から入学許可の日まで引き続き福岡県内に居住している者、イ入学しようとする者の生計の主た

る維持者が勤務等の事由により県外居住者であっても、入学者を含む家族の大半がアに掲げる期間中福岡県内

に居住している者をいう。

なお、上記の県内居住については、住民票が期間中県内にあるかどうかにより判断する。

県外の者」とは、上記以外の者をいう。

※ 在学中に授業料の額の改定が行われた場合には、改定後の授業料の額が適用されます。

⑷ 入学手続場所

福岡女子大学 学務部 教務企画班 〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘１丁目１番１号

TEL 092-661-2417 内線2212

⑸ その他不明な点は、下記まで問い合わせること。

福岡女子大学 学務部 教務企画班 〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘１丁目１番１号

TEL 092-661-2417 内線2212

◎ 外国人特別学生への支援制度

外国人特別学生として本学大学院に入学した者には、その入学試験時の成績により、入学金及び授業料が半額とな

る制度があります。また、本学に設置されている学生寮に入寮することもできます。（ただし、入寮できる人数には

限りがあります。）

※試験結果の開示

試験結果は受験者本人に限り、学務部 教務企画班において開示します。期間は、秋季試験に関しては、平成28年８

月29日（月）から９月27日（火）まで。春季試験に関しては、平成29年４月10日（月）から５月９日（火）まで。た

だし、いずれも９時から17時までとし、土・日・祝日は開示を行いません。

開示を申請する際には、本大学院入試の受験票を持参してください。
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平成29年度大学院人文社会科学研究科入試スケジュール

秋季試験

出願期間 平成28年７月14日（木）～７月22日（金）17時まで

試験日 平成28年８月６日（土）

合格発表 平成28年８月12日（金）

入学手続期間 平成29年２月６日（月）～２月10日（金）17時まで

春季試験

出願期間 平成29年２月２日（木）～２月10日（金）17時まで

試験日 平成29年３月４日（土）

合格発表 平成29年３月10日（金）

入学手続期間 平成29年３月15日（水）～３月21日（火）17時まで



平成29年度 入学試験用

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科入学願書(修士課程)(一般選抜・社会人特別選抜)

志 望 専 攻 名
・ 研 究 分 野
(いずれかを〇で囲むこと。)

昭和・平成 年（西暦 年） 月 日（満 歳)

〒

電話( ） －

履歴事項（高等学校卒業から記入すること。職歴を含む。外国人留学生については小学校から記入。)

〒

電話( ） －

受 験
番 号

※記入しないこと。

住所 電話( ） －

写真貼付欄

写真はたて4cm、
よこ3cmの大きさ

正面上半身無帽で
出願前３ケ月以内
に撮影したもの

平成29年度 入学試験用

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科入学受験票(修士課程)(一般選抜・社会人特別選抜)

氏名

（ ）

志 望 専 攻 名
・ 研 究 分 野
(いずれかを〇で囲むこと。)

写真貼付欄

写真はたて4cm、
よこ3cmの大きさ

正面上半身無帽で
出願前３ケ月以内
に撮影したもの

一 般 選 抜・社 会 人 特 別 選 抜選 抜 の 区 分
(いずれかを〇で囲むこと。)

・

言 語 文 化 専 攻

フ リ ガ ナ

生 年 月 日

現 住 所

年 月

外 国 語 科 目
(社会科学専攻・国際関係コース
社会人特別選抜志望者のみ)

英 語 ・ 中国語 ・ 韓国語
(受験する科目一つを選んで〇で囲むこと。)

合 格 通 知 の
受 信 場 所

氏 名

◎
裏
面
参
照
の
こ
と受 験 番 号

※記入しないこと。

切り取らないこと

(日本言語文化コース・英語圏言語文化コース) (国際産業社会コース・国際関係コース)

社 会 科 学 専 攻

試 験 日
(いずれかを〇で囲むこと。)

秋 季 試 験
(平成28年８月６日（土）)

春 季 試 験
(平成29年３月４日（土）)

保 証 人

（続柄）

・
・
・
・
・

・
・

・

秋 季 試 験
(平成28年８月６日（土）)

春 季 試 験
(平成29年３月４日（土）)

試 験 日
(いずれかを〇で囲むこと。)

社 会 科 学 専 攻

(国際産業社会コース・国際関係コース)(日本言語文化コース・英語圏言語文化コース)

英 語 ・ 中国語 ・ 韓国語
(受験する科目一つを選んで〇で囲むこと。)

外 国 語 科 目
(社会科学専攻・国際関係コース
社会人特別選抜志望者のみ)

言 語 文 化 専 攻

選 抜 の 区 分
(いずれかを〇で囲むこと。)

一 般 選 抜・社 会 人 特 別 選 抜

フ リ ガ ナ

氏 名



試験日 秋季試験 平成28年８月６日(土)

春季試験 平成29年３月４日(土)

受験上の注意

１ この受験票は試験当日必ず携帯

し、試験室では机上に置くこと。

２ やむを得ない理由で遅刻した場

合は、30分以内であれば受験を認

める。

入学考査料振込金受付
証明書貼付欄

言
語
文
化
専
攻

社
会
科
学
専
攻

入室

筆記試験

９：50

10：10

〜

12：00

13：30

〜

13：20

口頭試問

入室

入室

口頭試問

13：20

13：30

〜

10：00

〜

12：00

９：50

筆記試験

入室



無職者は「主婦」等
現状を記入すること。

所属機関
（住所）

平成29年度 入学試験用

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科入学願書(修士課程)(外国人特別学生選抜)

現住所(緊急時の連絡先）
〒

電話( ） －

合格通知受信場所
〒

電話( ） －

保 証 人

（続柄)

在職者は所属機関
等を記入すること。

※印は記入しないこと。

氏名

（ )

住所 電話( ） －

国籍生年月日 （満 歳）

１９ 年 月 日

受 験 番 号
※

志
望
専
攻
名

・
研
究
分
野

言語文化専攻 社会科学専攻 写真貼付欄

写真はたて4cm、
よこ3cmの大きさ

正面上半身無帽で
出願前３ヶ月以内
に撮影したもの

氏 名

日本言語文化
・

英語圏言語文化

国際産業社会
・

国 際 関 係

(志望するものを○で囲むこと。)

試 験 日
(いずれかを○で囲むこと。)

秋 季 試 験
(平成28年８月６日(土))

春 季 試 験
(平成29年３月４日(土))

履 歴

学歴(小学校から記入すること。）

(西暦) 年 月 日

職 歴・研 究 歴

(西暦) 年 月 日



入学考査料振込金受付
証明書貼付欄



平成29年度 入学試験用

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科修士課程(外国人特別学生選抜)受験票

福岡女子大学大学院人文社会科学研究科修士課程(外国人特別学生選抜)受験票

※印は記入しないこと。

氏

名

志 望 専 攻

言語文化専攻修士課程

平成28年８月６日(土)または平成29年３月４日(土)

筆 記 試 験

社会科学専攻修士課程

平成28年８月６日(土)または平成29年３月４日(土)

筆 記 試 験

いずれも試験開始の10分前には該当する試験室に入室すること。

受験上の注意
1. この受験票は試験当日必ず携帯し、試験室では机上におくこと。
2. やむを得ない理由で遅刻した場合、30分以内であれば受験を認める。

フリガナ

受験番号
※

言語文化専攻修士課程 ・ 社会科学専攻修士課程

（志望する専攻一つを○で囲むこと。）

10：00～12：00 口 頭 試 問 13：30～

10：00～12：00 口 頭 試 問 13：30～

受

験

票

写真貼付欄

写真はたて4cm、
よこ3cmの大きさ

正面上半身無帽で
出願前３ヶ月以内
に撮影したもの

氏

名

志望専攻

フリガナ

受験番号

※

言語文化専攻 ・ 社会科学専攻

（志望する専攻一つを○で囲むこと。）

切り取らないこと



Fukuoka Women’s University Graduate School of Humanities and Social Sciences
 

Application for Admission to Master of Arts Programs in Year 2017
 

for Foreign Students of Special Matriculation
 

2017 Examinations

 

Identification Number

※ Do Not Fill in This Box.
（人文社会科学研究科〔修士〕外国人特別学生平成29年度入学試験)

Personal History
 

Academic History(from Elementary School to Present)

Year  Month  Day

 

Employment and/or Research History
 

Year  Month  Day

 

Present Address (for contact in case of emergency) Tel（ ) －

〒

Address for Notification of Results  Tel（ ) －

〒

Primary Wage
 

Earner
 

Name and Address of Current Employer (or Current Occupation)

Programs
 

Name 1.Master’s Program for Language and Culture
 

a.Japanese Language and Culture
 

b.English Language and Culture
2.Master’s Program for Social Sciences

 
c.International Industrial Sciences

 
d.International Relations

(Choose and circle your prospective course from among
 

a-d.)

Date of Birth
 

Year  Month  Day

19 Nationality

※

Name  Address  Tel（ ) －

〒

Recent Photo

 

4cm×3cm



入学考査料振込金受付
証明書貼付欄



Fukuoka Women’s University Graduate School of Humanities and Social Sciences
 

Application for Admission to Master of Arts Programs in Year 2017
 

for Foreign Students of Special Matriculation
 

Examinee’s ID Card

 

Name

 

Programs

 

Schedule
Ectrance Examination is to be held on two different days.Choose and circle your prospective day to sit the test on.

Master’s Program for Language and Culture
 

August 6,2016(Sat.)or March 4,2017(Sat.)

Written
 

Examination
 

Master’s Program for Social Sciences
 

August 6,2016(Sat.)or (B)March 4,2017(Sat.)

Written
 

Examination
 

Examination rooms will be opened 10 minutes before the examination begins.

Important:
1.Be sure to bring this ID card to the examination and display it on your desk.
2.If you are late for the examination due to unavoidable circumstances,you may be allowed to take the examination,
but only if you arrive within 30 minutes from the start.

Identification Number
※

1.Master’s Program for Language and Culture
 

2.Master’s Program for Social Sciences
(Choose and circle your prospective program.)

10:00～12:00  Personal
 

Interview  13:30～

10:00～12:00  Personal
 

Interview  13:30～

Fukuoka Women’s University Graduate School of Arts and Social Sciences
 

Application for Admission to Master of Arts Programs in Year 2017
 

for Foreign Students of Special Matriculation

※Do Not Fill in These Boxes.

Recent Photo

 

4 cm×3 cm

 

Name

 

Programs
 

1.Master’s Program for Language and Culture
 

2.Master’s Program for Social Sciences
(Choose and circle your prospective program.)

Identification
 

Number

※

Do not detach



研究志望調書
福岡女子大学大学院人文社会科学研究科

言語文化専攻・社会科学専攻修士課程

氏

名

※1～３の欄は、該当する項目を○で囲むこと。

※4の［受験番号］の欄は記入しないこと。

これまでの研究課題とその内容

志望の動機

受験する選抜の区分

※3

志望専攻

※1

研究分野

※2

一般選抜・社会人特別選抜・外国人特別選抜

日本言語文化・

英語圏言語文化

国際産業社会・

国際関係

言語文化専攻 社会科学専攻
受

験

番

号

※4



これからの研究課題とその内容



Statement of Prospective Graduate
 

Student Research Agenda
 

Fukuoka Women’s University
 

Graduate School of Arts and Social Sciences

 

Name

＊Do Not Fill in This Box.

Your Previous Academic Projects

 

Your Purposes For Taking This Exam

 

Programs

 

Identification
 

Number

＊

1.Master’s Program for Language and Culture
 

2.Master’s Program for Social Sciences

(Choose and circle your prospective program.)

Fields
 

of
 

Research

 

1.Master’s Program for Language and Culture
 

a.Japanese Language and Culture
 

b.English Language and Culture
 

2.Master’s Program for Social Sciences
 

c.International Industrial Sciences
 

d.International Relations
(Choose and circle your prospective course

 
from among a-d.)



Your Immediate Academic Goals



入学者選抜出願資格認定申請書

平成29年度福岡女子大学大学院人文社会科学研究科言語文化専攻修士課程・社会科学専攻修士課程に

出願したいので、事前審査をお願いします。

年 月 日

氏 名

印

住 所

〒

最終卒業（修了）機関名

卒業（修了）年月日

年 月 日



＜
入
学
考
査
料
振
込
依
頼
書
＞

出 納 印

(入
学
考
査
料
振
込
金
受
付
証
明
書
貼
付
用
)

出 納 印

手
数
料

（
フ
リ
ガ
ナ
）百
万

千

福
岡
女
子
大
学

志
願
者

氏
名

受
取
人

振
込
先

金
額

（
志
願
者
保
管
）

フ
ク
オ
カ
ジ
ョ
シ
ダ
イ
ガ
ク

福
岡
銀
行

香
椎
支
店

円

平
成

年
月

日

（
お
な
ま
え
）

福
岡
女
子
大
学

出 納 印

預 金 種 目
普

通
口 座 番 号

百
万

千

手
数
料

受 取 人 依 頼 人 （ 志 願 者 ）振 込 先

（
お
と
こ
ろ
）

（
電
話
）

（
フ
リ
ガ
ナ
）

フ
ク
オ
カ
ジ
ョ
シ
ダ
イ
ガ
ク

福
岡
銀
行

香
椎
支
店

金
額

円
電

信
扱

科
目

円

平
成

年
月

日

※
【
取
扱
金
融
機
関
へ
の
お
願
い
】

１
.
収
納
印
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
票
の
３
ヶ
所
に
も
れ
な
く
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

２
.
Ｂ
・
Ｃ
票
は
、
必
ず
依
頼
人
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

３
.
振
込
手
数
料
は
、
志
願
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
取
扱
金
融
機
関
保
管
）

ご
依

頼
日

Ａ
票

振
込
依
頼
書

(「
福
岡
女
子
大
学
（
大
学
院
）」

入
学
考
査
料
)

Ｂ
票

振
込
金
受
取
書

(「
福
岡
女
子
大
学
（
大
学
院
）」

入
学
考
査
料
)

Ｃ
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再生紙を使用しています
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